
２． 無電柱化推進計画の位置付け

１． 無電柱化の現状と課題

（仮称）大田区無電柱化推進計画 骨子（案） 概要版(1/2)

 蒲田駅・大森駅・田園調布駅等の駅周辺や補助第44号線等の都市計画道路、災害発生時の救命・救
急活動や円滑な避難の際に重要となる路線（道路障害物除去路線）などで無電柱化を実施

 京急蒲田駅・糀谷駅付近の再開発事業においても，関係者の協力により無電柱化を実施

 令和２年４月１日時点で区道約777ｋｍのうち約10.6ｋｍの無電柱化を実施（区道全体の約1.4％）

現状

課題

① 道路の幅が狭く，電線共同溝の整備空間がない ←歩道幅員で２．５ｍ以上が必要

② 電線共同溝の整備には多大な費用が必要になる ←５．３憶円/ｋｍ ※施設延長

③ 無電柱化の工事には長い期間が必要になる ←道路４００ｍの無電柱化に７年

④ 関係者との合意形成を図っていく必要がある ←関係者との協議や沿道区民の協力

⑤ 無電柱化を計画的かつ効果的に推進していく必要がある ←関連計画との連携

図１ 蒲田駅東口周辺 図２ 補助第44号線上池台付近

※改訂作業中

※ この図はイメージであり、「無電柱化を推進していく路線や地域」の全てを無電柱化するものではありません。

３． 無電柱化を推進する路線や地域のイメージ (大田区無電柱化基本方針より)
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＜参考＞ 無電柱化推進計画策定スケジュール

『大田区無電柱化基本方針策定』のポイント等 委員会報告令和元年7月12日

『大田区無電柱化基本方針(素案)』について 委員会報告令和元年12月16日

『大田区無電柱化基本方針(案)』について学識経験者へヒアリング令和元年12月19日

『大田区無電柱化基本方針(案)』および(案)のパブリックコメント実施に
ついて 委員会報告令和２年１月29日

『大田区無電柱化基本方針(案)』に関するパブリックコメントの実施
令和２年2月３日～２月

17日

『大田区無電柱化推進計画(案)』 委員会報告令和３年2月

『大田区無電柱化基本方針(案)』のパブリックコメントの結果について
委員会報告令和２年２月26・27日

『大田区無電柱化基本方針』 区長決定令和２年３月末

『(仮称)大田区無電柱化推進計画』における無電柱化候補路線の抽出に
ついて 庁内調査令和２年10月

『大田区無電柱化推進計画 骨子(案)』 委員会報告令和２年12月15日

『大田区無電柱化推進計画 骨子(案)』について学識経験者へヒアリング令和２年１２月

『大田区無電柱化推進計画(案)』について学識経験者へヒアリング令和３年2月

『大田区無電柱化推進計画』 区長決定令和３年３月末

(無電柱化基本方針)：令和元年度

(無電柱化推進計画)：令和２年度

４． 無電柱化推進の基本的な考え方

 無電柱化が未実施の区道を対象とし，無電柱化の必要性と実現性の高い路線から整備を予定

 今後，新たに整備される区道（都市計画道路など）については，原則的に無電柱化を実施

 計画期間は，関連計画との連携の視点から，令和３年度～令和１２年度（計画期間１０年間）と設定

考え方

区道

都市計画道路以外の現存する区道（無電柱化が未完了の道路）

都市計画

道路

整備済みの

都市計画道路

今後整備される道路

無電柱化が未完了の道路

無電柱化が完了した道路

まちづくり

が行われる

地域・地区

まちづくりに伴って新たに整備される区道

まちづくりが行われる周辺の区道

まちづくりに関連して整備される私道私道

関係者への

無電柱化の

働きかけ

原則的に

無電柱化

候補路線

（本計画の対象）

候補対象外

５． 無電柱化候補路線の抽出と優先整備道路の選定

 無電柱化の目的（①都市防災
機能の強化，②安全で快適な
歩行空間の確保，③良好な都
市景観の創出）の視点から，
区の関連計画等に基づき無
電柱化の必要性がある区道
を無電柱化候補路線として
抽出．

 無電柱化候補路線から，無電
柱化の実現性（現場状況・コ
スト・期間等）を検証の上で，
区における喫緊の課題や関
連計画との連携などをふま
えて今期の無電柱化推進計
画における優先整備路線を
選定予定．

 優先整備路線とならなかっ
た路線や，計画期間中に区民
等による無電柱化への機運
が高い路線などが生じた場
合は，弾力的に優先整備路線
への位置付けの変更を検討．

抽出方法

今

後

抽

出

項

目

報

告

項

目


